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大嶽　浩司
昭和大学藤が丘病院再整備準備室長。

スタンフォード大学医学部 Clinical Informatics Management修士課程。

昭和大学病院副院長、昭和大学麻酔科学講座主任教授時代に、アジア初の遠隔 ICU システムを導入した。医療の質の

向上とコスト削減を目標として、２つの病院にまたがる５つの重症病床をネットワーク化した。

医師としては珍しくコンサルティング会社のマッキンゼー・アンド・カンパニーでの勤務経験を持ち、医薬品医療機

器総合機構の承認プロセスの標準化に関わった。

日本・オーストラリア・アメリカの３カ国で臨床医としての勤務経験を持つ。

シカゴ大学ビジネススクールMBA課程、東京大学医学部卒業。


